
 

技術倫理協議会 第 15 回公開シンポジウム 開催結果報告 
令和 2 年 1 月 16 日 

技術倫理協議会 

1.日時：令和元年 12 月 9 日（月）13:00～17:20（意見交換・交流会  17:40～19:00） 

2.会場：建築会館ホール （東京都港区） 

3.テーマ：＜これからの技術倫理＞ 〜責任ある技術の実践と研究開発〜 

4.開催趣旨：科学技術と社会との関係がより複雑になる昨今の状況を鑑み、これからの技術倫理は、予防

倫理だけではなく、よりよい社会を作るために何をなすべきかを考量し、行動することを促す志向倫理も

求められるとの考えから主テーマを「これからの技術倫理」～責任ある技術の実践と研究開発～ と設定

した。「人工物」に関する独創的な論考を展開する哲学者、技術士としての現場での経験を基に技術倫理

に貢献する技術者、AI技術などの倫理に詳しい研究者、また、人類が解決すべき課題を明確化したSDGs

（Sustainable Development Goals）の推進に尽力する企業人を招き、これからの技術倫理のあり方につ

いて議論した。この公開シンポジウム開催により、広く日本工学会内外への情報発信を行った。 

5.主催：公益社団法人日本工学会 技術倫理協議会 

【技術倫理協議会会員】公正研究推進協会、電気学会、電子情報通信学会、土木学会、日本化学会、 

日本機械学会、日本技術士会、日本原子力学会、日本建築学会、日本工学教育協会、 

日本非破壊検査協会、日本マリンエンジニアリング学会（12 学協会） 

◆出席者数：講演会：75 名（講師、パネル討論コーディネ－タ 5 名を含む）／交流会：20 名 

6.プログラム概要 

・開会挨拶（13:00～13:05） 桑江 良明 議長 

・講演 1.（13:05～13:45） 事故の哲学 

齋藤 了文 氏（関西大学 社会学部 社会学科 教授） 

・講演2. （13:45～14:25）倫理規範に叶う「良い仕事」 

佐藤 国仁 氏（技術士(機械,総合技術監理), 有限会社佐藤 R&D 代表取締役） 

・講演 3. （14:25～15:05）AI技術と倫理 

大来 雄二 氏（金沢工業大学科学技術応用倫理研究所 客員教授） 

・講演 4.（ 15:05～15:45）SDGs で自分を変える、未来が変わる 

川廷 昌弘 氏（博報堂 DYホールディングス グループ 広報・IR室担当部長） 

・パネル討論（16:00～17:20） 

パネリスト ：各講演者、 コーディネータ：札野 順 氏（技術倫理協議会副議長） 

＜意見交換・交流会 （ 17：40～19：00）＞ 

7.シンポジウム参加者へのアンケート集計結果＜5 段階評価＞：（回収 47 名：63％） 

①参加者は 60代（各界のＯＢ含む）が約 61％、50代以下は 25％であった。また、企業関係者

は 56％と比較的多く、現役の大学等の研究者の参加は 19％で、個人事業主が 14％であった。  

②講演（1～4）個々の評価の平均 

「非常に良かった」が 37％、「良かった」が 43％であり、80％の人から良い評価を得た。 

③パネル討論の評価 

「非常に良かった」が 44％、「良かった」が 41％であり、84％の人から良い評価を得た。 

特に、良い評価は前回（第 14回）の 74％から 10 ポイント増加した。 

④シンポジウムをどこで知ったか 

「所属学協会からのメール」が 50％で最も多く、「日本工学会ＨＰ」は 30％であった。 

⑤シンポジウムの感想概要および今後企画して欲しいシンポジウムテーマについて 

・テーマを絞らず広げたことで議論、学習の素材提供として有意義。技術者倫理、SDGsなど最新の

情報に触れることができ、大変有意義。パネルディスカッションで考えるべきことを深堀出来た。

「きれいごと」の社会を目指すが強いインパクトをもって響いた。公演時間が短い。具体例が盛

り込まれた講演でよかった。配布資料の充実。参加者が少なく残念。広報の充実を。 

・希望テ―マ等として、「技術者倫理の実践に向けて何が必要か」「今後の技術が目指す姿」「ロ

ボットと法」「技術倫理に関する事例」「環境に関する技術倫理」「経営者層を対象としたシン

ポジウム」「研究倫理」「技術者倫理教育の在り方」                  

以上 


